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保護者の皆様，家庭でのお子様の言葉遣いはどうですか。 
子どもにとって家庭は，家族の声を聞き，多くの言葉を獲得し，言葉遣いを学ぶ最も身近な環境です。家庭にお

いて，認め・励まし・褒める言葉があふれているでしょうか。優しい言葉や心温まる言葉で子どもたちが育ってい

るでしょうか。 

低学年では，親の言うことに素直に従いますが，中学年になるとわざと悪い言葉を使ったり，意味を深く考えな

いで大人が使う言葉を真似したりします。 さらに，高学年や中学生になると，言葉遣いは兄弟姉妹や友達の影響を

受けるだけでなく，マンガやテレビ，芸能人，ゲームやＳＮＳの影響を受けても変わります。 

驚くことに，「死ね」「ムカつく」「うざい」「きもい」「ふざけんな」など，相手を傷付ける言葉や相手を不

快にさせる言葉が，普通の会話の中で口癖のように使われていることです。 

これでは，相手を大切にする・尊重するどころか，けんかやトラブルが絶えない関係になり，良好な人間関係を

築くことは難しくなります。特に，悪い言葉遣いほど環境に左右されたり，周囲に感染したりしますから，あっと

いう間に広がります。  

本来，言葉は自分の気持ちを伝えるとともに，相手のことをより深く理解することで，人と人をつなぐ大切なも

のであり，適切な言葉遣いは，長い時間をかけて，家庭生活や学校生活，社会生活の中で人と人のかかわりで培わ

れていくものです。そして，発達段階や状況に応じて，丁寧語や尊敬語を使えるようになることが求められます。   

子どもたちが集団の中で安心して話しができる環境を整え， 自分の思いや考えを相手に分かりやすく伝えることが

できる話し方について指導していきたいと思います。 


